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 第２章では，第１章で得られた知見を元に，水素分子を内包した C59N 前駆体を用い
て，C60 から 6 ステップで水素分子内包 C59N の二量体を合成した．本手法を水分子へ
と適用したところ，水分子の内包は全く起こらず，拡大された 15 員環開口部は水分子
を内包するには十分でないことが明らかとなった．そこで，水分子内包 C60 を用いた別
法により，C60 から 9 ステップで水分子を内包した C59N の二量体を合成した．興味深
いことに，Buckyprep カラムを用いた HPLC 分析により，水素分子内包体は空の C59N
と同じ溶出時間を示したのに対し，水分子内包体は溶出時間が長くなることがわかり，
内包分子とケージとの相互作用の存在を示唆する結果が得られた．そこで，内包された




京都大学 博士（工学） 氏名 橋川 祥史 
かにした．また，この静電相互作用がフラーレンの外部骨格の反応性にまで影響を及ぼ
すことを見出し，理論化学計算を用いた相互作用の評価を行なった．  









 第４章では，水分子を内包した C60 の骨格上にヘテロ原子を導入することにより，内
包水分子の動的挙動に与える影響を検討した．水分子内包 C60 の誘導体化の例は極めて
限られており，本章では新たに 6 種類の化合物の合成に成功した．そのうち H2O@C60
の骨格上に炭素・窒素・酸素をもつ H2O@C60CPh2, H2O@C60NR, H2O@C60O, H2O@C60O2

































２．水素分子を内包した C59N 前駆体を用いて，水素分子内包 C59N の二量体を合
成した．また，別法により水分子を内包した C59N の二量体の合成にも成功し
た．内包された水素分子および水分子と C59N 骨格との相互作用および動的挙























論文として価値あるものと認める．また，令和元年 6 月 24 日，論文内容とそれ
に関連した事項について試問を行なった結果，合格と認めた．  
 
